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（１）組織づくり

キャリア教育は、学校全体の教育活動を通して取り組んでこそ、そのねらいを達成することができ

ます。各学校では、校長の方針に基づき、全教職員が協力してキャリア教育推進のために協働できる

組織（仮称：キャリア教育推進委員会）や体制づくりが必要です。

①児童生徒に対する指導体制

ア 小学校における指導体制

小学校では、キャリア教育の全体計画及び年間指導計画の作成や実施・評価、各分担及び学

年間の連絡・調整、実践上の課題解決や改善等を図るために、関係教職員による組織づくりが

必要です。

組織の構成については、学校によって違いがあり、その役割としては、関係教職員の連絡や

調整、キャリア教育推進委員会の円滑な運営を図るほか、全体計画をはじめとする各種計画の

作成・運用・評価についての調整などが考えられます。また、校外の支援者との連携のために

コーディネート役の教員を置くことも有効です。

イ 中学校における指導体制

中学校においても、各教職員は、キャリア教育について様々な役割を担います。学級担任、

教科担任、学校行事や生徒会活動の担当教諭、体験活動など学校外との連携を担当する教諭な

ど、複数の教職員が連携してキャリア教育に取り組んでいくには、既存の組織（進路指導部な

ど）の活用や、既存の組織を横断的に繋ぐ組織の立ち上げなど、全校規模で推進できるような

指導体制を、各校が工夫を凝らして整備していくことが必要となります。

ウ 高等学校における指導体制

高等学校では、従来の学年や分掌を超えた、推進組織や体制づくりの視点が必要です。

学校全体でキャリア教育を推進するということは、多くの担当者が様々な場面でキャリ

ア教育を推進していくということです。このような様々な活動がどのように実施され展開

されているかを全教職員が理解し把握しておくことが、効果的なキャリア教育の推進には

必要となります。
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②実践を支える運営体制

キャリア教育では、複数の教員による指導や校外の支援者との協力的な指導が必要となります。

キャリア教育推進委員会等の組織を運営していくに当たっては、各校の実情によって様々な工夫が

必要です。

一人の教員が１つの学級の指導を行うことが多い小学校では、指導内容や指導方法等をめぐって、

指導する教員が気軽に相談できる仕組みを組織に位置付けておくことが求められます。また、教科

担任が指導を行うことの多い中学校や高等学校では、キャリア教育を断片的な推進にとどめないた

めに、教育活動全体を捉えて、立案や運営ができる組織にしていく必要があります。

いずれの場合も、校長を頂点としたキャリア教育推進委員会等の校内組織を整え、運営体制

をしっかりとさせる必要があります。そして、この運営体制によって、キャリア教育の全体計

画や年間指導計画の作成と実施、連携機関との連絡・調整、児童生徒への直接の指導、実践

上の課題解決や改善、キャリア教育の評価、指導に必要な施設・設備の調整や予算の配分や執行

等を行っていくことになります。

小学校における組織例

校長

教頭

教務主任

研修主任

生徒指導主任

道徳教育推進教師

特別活動主任

総合的な学習の時間主任

学年主任

キャリア教育推進委員会

・キャリア教育の理念や目標の確認

・学校の教育目標や教育課程上の位置付け

・キャリア教育の視点を踏まえた教育課程編成

・キャリア教育全体計画の作成

・キャリア教育の視点を踏まえた各教科等の年間指導計画の作成

・キャリア教育の視点を踏まえた校内研究の推進と評価改善

・広報活動

・適切な教育相談

・体験等を通した規範意識の醸成

・各教科等や体験活動と関連付けた内面的価値形成

・「心のノート」の活用

・児童が自ら現在及び将来の生き方を考えるための工夫

・地域との連携及び地域行事への積極的参加

・体験的な学習を通して，自己の生き方を考えるための工夫

・キャリア教育の視点を踏まえた学年経営

・連絡調整
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「キャリア教育推進部会を位置付けた」組織例
平川市立碇ヶ関小学校

■ポイント

キャリア教育推進部会（ 教頭＋低学年、中学年、高学年から各1名 ）が、キャリア教育の

全体計画及び年間指導計画の実施や評価、学年間の連絡・調整、実践上の課題解決や改善等

を図る中心的な役割を担っています。

教頭・・渉外関係、校種間連携、掲示関係

校長・・指導助言

教務主任・・教育課程調整、日程調整、交通手段手配

キャリア教育主任・・研究全体構想、渉外関係、

研究推進部員・・研究推進、資料収集

研究推進

○キャリア教育推進部会（４名）

○キャリア教育推進委員会（６名）

　推進部会員４名＋校長、教務主任

ポイント
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「キャリア教育推進委員会を中心とした」組織例
平川市立碇ヶ関中学校

■ポイント

教頭を中核とした、キャリア教育推進委員会を組織し、進路指導主事や研修主任等のミド

ルリーダーを活性化させるための組織づくりをしています。

校長

教頭

教務主任

研修主任
進路指導主事

学年主任

従来の組織

拡大キャリア教育推進委員

校長

◎教頭

進路指導主事

キャリア教育

推進委員会

現在の組織

キャリア教育推進委員会

校長 ・・・指導、助言

教頭 ・・・研究全体構想・計画、渉外全般、校種間連携窓口

進路指導主事 ・・・研究推進、資料及び情報交換、卒業生窓口

研修主任 ・・・教科及び領域の研修をキャリアの視点で推進

ポイント
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「自校の実態に応じた」組織体制

青森県立板柳高等学校・青森県立弘前実業高等学校

■ポイント

・弘前実業高校は、研修・科運営部を中心に５部１課を横断的につないだ組織づくりに取り

組んでいます。

・板柳高校は、教頭を主任としたキャリア教育推進委員会を組織しています。

（　）は兼務
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教科主任

進学・学習委員会
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③
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図書部
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修学旅行検討委員会

学校保健委員会

衛生委員会

9
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8
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7
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教育相談委員会

プール管理委員会

②

②

①特別支援委員会

ボランティア推進委員会

③

①

②

⑥

小中連携主任

進学推薦委員会

◎

◎

◎

教頭

◎

　 ◎

　

◎

ｷｬﾘｱ教育推進委員会

①～⑥は主管分掌、◎は委員長

①

◎③

◎

◎

◎

◎

国語（）

情報（） 商業（）　

　 　

　

芸術（）

各学年主任

副担

家庭（）

　　

数学（） 理科（）

３学年付

外国語（）

　　

副担

副担

　

平成２５年度　学校運営組織

　

地歴公民（）

◎は分掌主任

　)（育体健保

　 　

板柳高等学校

部員

家庭科部部長

商業部

部長

進路指導部

部長

体育部部長

農業部部長

教務部

部長

部員

部員

部員

部員

進路指導部長・・・キャリア教育・進路指導

教務部長・・・・・諸行事の実施

研修・科運営部・・インターンシップ

弘前実業高等学校

ポイント

ポイント
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（２）計画づくり

①全体計画

キャリア教育は、特定の活動や指導方法に限定されるものではなく、学校教育全体の活動を通

じて体系的に行われるものです。各学校においては、児童生徒や地域の実態に応じて学校ごとに

焦点化・重点化して、全体計画の作成に当たっていくことが望まれます。全体計画に盛り込むべ

き項目の例は、以下のとおりです。

① 必須の要件として記すべきことがら

・各学校において定めるキャリア教育の目標 ・教育内容と方法

・育成すべき能力や態度〈基礎的・汎用的能力〉 ・各教科等との関連

② 基本的な内容や方針等を概括的に示すことがら

・学習活動 ・指導体制 ・学習の評価

③ その他、各学校が全体計画を示す上で必要と考えることがら

・学校の教育目標 ・当該年度の重点目標 ・地域の実態と願い ・児童生徒の実態

・教職員の願い ･ 保護者の願い ・校区小・中・高等学校との連携

ア 各学校において定めるキャリア教育の目標の設定

キャリア教育の計画を立案するに当たっては、教育目標を踏まえつつ、自校の児童生徒にお

けるキャリア発達上の課題、育成すべき能力や態度の明確な把握とその焦点化・重点化に基づ

いて、自校のキャリア教育の目標を設定する必要があります。

イ 育成したい能力や態度の設定

各校の児童生徒の実態を踏まえ、学校ごとに育成しようとする能力や態度の目標を定めるこ

とが重要です。基礎的・汎用的能力は４つの能力によって構成されますが、これらの能力は、

包括的な能力概念であり、それぞれが独立したものではなく、相互に関連・依存した関係にあ

ります。青森県教育委員会が目指す「キャリア教育で培いたい資質、能力、態度及びそれらを

支える心」も同様です。これらの能力をどのようなまとまりで、どの程度身に付けさせるかは、

学校や地域の特色等によって異なります。これらの能力を参考にしつつ、それぞれの課題を踏

まえて、具体的な能力を目標として設定することが重要です。そのためには、実態を調査し、

その結果をもとに、自校で育成すべき能力や態度を重点化していく必要があります。

ウ 教育課程における位置付け

各学校のキャリア教育の基本的な在り方を、学校の特色や教育目標に基づいて教育課程に明

確に位置付けるべきであり、これらを通じて、全体的な方針や計画を定めておくことが重要で

す。また、キャリア教育を学校全体で推進するためには、キャリア教育の全体計画やそれを具

体化した年間指導計画を作成することが不可欠です。
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平成２５年度 キャリア教育全体計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
児童の実態 

 
 
 

  本校の教育目標   
 
 

 
・日本国憲法 
・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領 
・その他、教育関連法案 

        ー 強く やさしい 野内の子 ー 
［進んで学ぶ子］［やさしい子］［たくましい子］
 

＜努力目標＞ 
       進んで学習、自分に挑戦 
       進んで行動、みんな笑顔 
       進んで運動、元気な毎日 

 
・明るく元気で素直。 
・与えられた課題にまじめに取り 
 組み、基礎的・基本的な知識が 
 身についてきている。 
・自分の仕事を誠実にこなし、仲
 間と協力して活動している。 
・自力解決力、表現力がやや弱い。 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
青森県の学校教育指導の方針と重点
［キャリア教育の推進］   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 キャリア教育の目標  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来に夢や希望をもち、人とのかかわりや体験活動を通し
て、その実現に向かって努力しようとする児童を育てる。 

 
 一人一人の子どもが、自
らの生き方を考え、社会的・
職業的自立ができるよう、必
要な基盤となる能力や態度
の育成に努める。 
 
 

 
家庭･地域の願い 

   
    指導の方針

 
・明るくあいさつする子 
・思いやりのある子 
・善悪を判断して行動する子 

全教育活動を通して、役割と自分の関係や役割の価値など
を見出すことにより、自信をもって役割を果たしていけるよ
う励まし、社会性や自主性・自立性の育成とともに、将来の
夢に対する関心・意欲の向上を図る。

    
 

 

 【発達段階に応じた諸能力の目標】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
低学年 

 
中学年 

 
高学年 

 
①自己を 
  見つめる力 
 
 
 

 
  自分のよさを知り、できる
ことが増える喜びを味わいな
がら、意欲を持って行動しよ
うとする力 
 

 
 自分の感情を抑えたり、自分
の短所に気づいたりしながら、
困難があっても、できることか
ら乗り越えたり変えていこうと
したりする力 

 
 自分の意見をもつと同時に自
分と異なる意見も理解し、生活
をよりよく変えていこうとする
力 
 

 
② 
 
つ 
 
な 
 
が 
 
る 
 
力 
 

 
他者と 
つながる力 
 
 

 
  あいさつや返事の大切さに
気づき、友達と仲良く遊び助
け合おうとする力 
 

 
 自分の生活を支えてくれる人
に感謝し、友達のよさを認め、
励まし合いながら協力しようと
する力 

 
 友達と力を合わせて活動し、
自分の役割と責任を果たすこと
を通して、周囲への貢献につい
て考ようとする力 

 
社会と 
つながる力 
 

 
 係や当番の活動に取り組み
その意味や大切さを知ろうと
する力 

 
 身近な人や地域から情報を得
て、いろいろな職業や生き方が
あることを知ろうとする力

 
 社会生活における色々な役割
を知り、協力しながら仕事をし
ようとする力 

 
未来と 
つながる力 
 

 
 自分の好きなこと・大切な
ものを持とうとする力 
 

 
 将来の夢や希望を持ち、日常
の生活や学習と将来の生き方を
関連付けて考えようとする力 

 
 憧れとする職業を持ち、将来
の夢を達成する上での課題を解
決しようとする力 

 
③動く／ 
    生かす力 
 

 
 約束やきまりを守り、自分
のことは自分で行おうとする
力  

 
 自分のやりたいこと・よいと
思うこと・してはいけないこと
を判断し、行動しようとする力

 
 生活や学習の課題に気付き、
他者の意見も大事にしながら、
解決しようとする力 

 
④創り出す力 
 
 

 
 自分の考えや目標を大切に
し、失敗があっても様々なこ
とに挑戦しようとする力  

 
 自分の考えだけでなく周囲の
人々と協力し合いながら、失敗
を恐れず行動しようとする力 

 
 自分の考えや他者の考えのよ
さを知り、よりよい発想を学習
や生活に生かそうとする力 

  
 
 

道徳の時間 
 

特別活動 
（学級活動・クラブ活動・ 
児童会活動） 

 
縦割り班活動

 
各教科 

 
「勤労奉仕の精神」を学び
その尊さを理解し、実践し
ようとする意欲を高める。 
 

 
 自分の役割について考
え、「自分の役割を果たす
こと」や「協力して仕事を
すること」などの大切さを
体感する。

 
 体験活動や問題解決的な学習を通し、日常
の学習が、自分の生活や将来につながってい
ることを理解させるとともに、「自分の思い
・考え」を表す力を身に付け、自己実現のた
めに学習していこうとする意欲を持つ。

 
 自分のよさを知り、進級
・進学や将来に対し、「夢
や希望」を持つ。 
  

 
保護者・地域との連携 

 
隣接小学校・中学校・高校との連携 

 
・学区探検 
・昔遊び・おもちゃ作り等で地域の人たちと交流活動 
・シロウオ漁の見学・研究調査 

 
・東陽小学校 
・東中学校 
 

 
・合同宿泊体験学習の実施（他２校） 
・授業参観（６年生） 
・文化祭での作品展示 

小学校のキャリア教育全体計画例 ①
青森市立野内小学校

■ポイント

・児童の実態、教育目標から、キャリア教育の目標を設定しています。

・青森県教育委員会が目指す「キャリア教育で培いたい資質、能力、態度」を参考に、自校

で育成したい能力を明らかにしています。

ポイント

ポイント
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小学校のキャリア教育全体計画例 ②
南部町立剣吉小学校

■ポイント

自校の実態から、青森県教育委員会が目指す「キャリア教育で培いたい資質、能力、態度」

を参考に、「自校で育てたい資質、能力、態度」を別葉で作成しています。
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・生徒の創意工夫を生かし
た係活動の活性化に努め
る。
・一人一役の当番活動を
通して、自己の役割の自
覚と集団生活での責任の
大切さを感得させる。
・生徒のキャリア発達が促
されるよう、朝の会、帰り
の会のプログラムの工夫
に努める。
・清掃活動を通して、勤労
観の形成を支援する。
・学級通信・学校だより等
を活用し、保護者への啓
発に努める。

キャリア教育の成果を評価する手立て
価評な的性定価評な的量定

＜１学年＞
・「様々な職業を知ろう」
（職業調べ）
・「調べたこと、学んだこと
をレポートにまとめよう」
＜２学年＞
・「職場を訪問し、職業人
から学ぼう」
・「夜間中学の生徒から学
ぼう」
・「学んだこと・感じたことを
レポートにまとめよう」
＜３学年＞
・「就労の現実を知ろう（職
場体験）」
・「体験したこと・学んだこと
をレポートにまとめよう」

・適切な言葉遣いで、相手
や場面に応じた礼儀正し
い挨拶や返事をさせる。
・自分と異なる意見を受け
入れながら、自分の考えを
適切に伝え、より良い人間
関係を築くことができるよ
う、話し合い活動の指導を
工夫する。
・課題や問題解決のため
に、より良い方法等を見つ
けることができるよう、グ
ループ協議の場面を工夫
する。
・学ぶことや働くことの意義
を、自己の生き方と重ねて
考えることができるような
助言や説話を工夫する。

・１－（５）自分のよさや個
性を見つけ、伸ばしていく
ようにする。
・２－（５）それぞれの立場
やものの見方、考え方を尊
重する。
・２－（１）礼儀の意義を理
解し、時と場に応じた適切
な言動をとる。
・３－（３）目指す生き方に
近づこうと、良心を信じて
行動する。
・４－（４）集団の中で、自
分の役割と責任を自覚し、
集団生活の向上を目指
す。
・４－（５）勤労の尊さや意
義を理解する。

・（１）－イ学級の組
織づくりと仕事の分
担。
・（１）－ウ生徒会活
動への参加
・（２）－ア思春期の
悩みの解決
・（２）－イ自己及び
他者の個性を理解
・（２）－ウ社会の一
員としての自覚責任
・（３）－ア学ぶこと・
働くことの意義理解
・（３）－ウ自己の進
路適性の吟味
・（３）－オ進路選択と
進路設計

・１学年「職業調べ」
・２学年「職場訪問活動」
・３学年「職場体験活動」

・入学式（決意発表）
・体育大会
・小中高合同地域清掃ボラ
ンティア活動
・板中祭（舞台発表、各係
展示、合唱コンクール）
・卒業式（巣立ちの言葉）

・新入生オリエンテー
ション（部活動・委員
会活動紹介）
・前期生徒総会
・体育大会の企画、
準備、運営
・中体連壮行式
・板中祭の企画、準
備、運営
・生徒会役員選挙
・後期生徒総会

学校行事 生徒会活動

・４月：「中学校生活の目標を立てよう」（学活）

・５月：「自分を知ろう」（学活）

・６月：「情報の集め方まとめ方」（総合）

・７月：「さまざまな職業を知ろう　職業調べ１」（総合）

・９月：「さまざまな職業を知ろう　職業調べ２」（総合）

・１０月：「さまざまな職業を知ろう　職業人講話」（総合）

・１１月：「地域フィールドワーク　町の働く人を知ろう」（総合）

・１２月：「調べたことをまとめよう　板柳をPR」（総合）

・２月：「将来の夢を語ろう」（学活）

・３月：「先輩になる自分の決意」（学活）

・４月：「２年生としての生活のあり方」（学活）

・５月：「学習の重点や計画を考えよう」（学活）

・７月：「職場訪問から働く意義を考えよう」（総合）

・９月：「何のために働くのか」（学校行事）

・１０月：「自分を生かす職業」（学活）

・１１月：「自分を生かす生き方」（学活）

・１２月：「何のために学ぶのか」（学活）

・２月：「進路情報の収集と活用」（学活）

・３月：「進路計画の検討と修正」（学活）

柱となる活動を支える「各教科等における指導の方針・内容等」

各教科 道徳
特別活動

総合的な学習の時間 その他の教育活動
学級活動

・４月：「１０年後の自分プランを描いてみよう」（学活）

・５月：「働くことと学ぶことについて考えよう」（学活）

・７月：「上級学校訪問・授業体験」

・８月：「職業人として～職場体験～」（総合）

・１０月：「高校進路説明会」（総合）

・１１月：「先輩から学ぶ～高校生との交流～」（総合）

・１２月：「進路決定をしよう」（学活）

・１月：「面接の達人になろう」（学活）

・３月：「卒業式」（学校行事）

各学年の柱となる活動

・「キャリア教育意識調査」の実施（７月、１１月）
・進路適性検査「進路クラブ」の実施（１２月）
・学校評価（生徒、保護者、学校関係者）

・各教科等の学習及び体験活動での作品、感想文等の集積
・教師の観察記録、指導記録の蓄積
・保護者や地域の方々、職場体験等の関係事業所の方々の要
望、意見、感想など

年学３第年学２第年学１第

進路探索を始めよう 進路計画を立てよう 進路選択をしよう

・自らの生き方を考え、将来の夢を持つことで、向上心や自ら学ぶ意欲を高め、自己実
現にむけた真剣な学びができる生徒。
・集団の成長と発展を願い、そのために切磋琢磨することに価値と喜びを感じている生
徒。
・将来についての見通しをもち、困難な場面においても柔軟に対応できる能力を育成し
て、目標をもって努力し続ける生徒。

見つめる力・高める力 のりこえる力・やりぬく力 夢を描く力・夢をかなえる力

・適切な言葉遣いで、相手や場面に応じた
礼儀正しい挨拶や返事ができる。
・自分と違う意見を受け入れながら、自分の
考えを適切に伝え、よりよい人間関係を築く
ことができる。
・他人の良さや、気持ちを尊重しながら、協
力して学習や活動をすることができる。

・自分の個性を自覚し、良さを伸ばすことがで
きる。
・興味や関心を生かし、自分で活動を選択でき
る。
・自分の意志で決めたことについて、責任をも
つことができる。

・やらなければならない仕事や学習上での課
題を発見することができる。
・課題や問題に対して、より良い方法等を見つ
けることができる。
・困難な状況でも解決に向けて努力することが
できる。

・自分が果たすべき役割を理解し、主体的
に実行することができる。
・社会人としてのプランを描くことができる。
・生涯にわたってたくましく生きるために、学
ぶことや働くことの意義を、自己の生き方と
重ねて考えることができる。

本校におけるキャリア教育の全体目標

支え合う仲間を大切にし、互いに切磋琢磨しながら、自己の可能性に挑戦する生徒の育成

育成すべき能力・態度（「基礎的・汎用的能力」分類）

①向上心を持ち、目標に向かって意欲的に学ぶ生徒を育て
る
②相手の心に共感し、励まし合って生活する生徒を育てる。
③心身を鍛え、進んで課題解決に取り組む生徒を育てる。

必要となる学校の教育環境 求められる教師像

キャリア教育によって目指す生徒像

○生徒や保護者に信頼される指導力
と情熱、人間性を備えた教師
・受容的風土や共感的な人間関係を
築く学級経営ができる教師
・生徒の主体的な学びを導く授業がで
きる教師
・学校で学ぶこと・活動することの意義
や価値を、生徒の心に伝えることので
きる教師
・進路に対する確かで豊富な情報と、
多角的・多面的な職業観・勤労観をも
つ教師

・生徒同士、生徒と教師の信頼関係を
基盤とした学級集団
・生徒の自発的な発想が生かされる
話し合いの場と実践活動
・キャリア発達を啓発する校内環境の
整備（進路情報掲示板の設置、進路
だよりの発行）
・保護者及び地域人材の、キャリア教
育に対する理解と協力体制

平成２５年度　キャリア教育全体計画
板柳町立板柳中学校

生徒の実態（課題） 保護者・地域の願い
・総じて明るく穏やかで素直な生徒が多いが、よりよい人間
関係を築く力が不足しており、友人関係のトラブルを解消で
きないことが少なくない。
・教師の指導によく従い、指示されたことや与えられた課題
には真面目に取り組む。しかし、自発的な行動や建設的な
発言に乏しく、集団のために自己を生かそうとする意欲に欠
ける面が見られる。
・勤労の尊さや働くことの意義についての考えが浅く、望まし
い勤労観・職業観をもつ生徒は少ない。
・高い目標を設定し、果敢に挑戦しようとする精神力が不足
しているため、本来の資質や能力が十分に発揮されなかっ
たり、困難に負けて安易に妥協してしまう生徒も多い。

学校教育目標 ・いじめや問題行動がないこと、生徒同士が仲良く、楽
しく通える安全・安心な学校を第一に望んでいる。ま
た、学力向上や進学についての関心も高いが、部活動
や学校行事の充実を通して、活力ある生徒の育成を
期待する声も大きい。
・地元地域に対する愛着があり、子どもには、近隣高
校への進学や県内企業への就職を望む保護者が多
い。第一次産業従事者が多く、後継者を望む家庭も少
なからずいる。

　　「高い志とたゆまぬ努力で自己を磨き、無限の
　　　　　可能性に挑戦する人」
　　（１）自ら学ぶ生徒
　　（２）心の豊かな生徒
　　（３）たくましく生きる生徒

本年度の重点目標

力能グンニンラプアリャキ力能応対題課力能理管己自・解理己自力能成形会社・成形係関間人

かかわる力・つながる力

中学校のキャリア教育全体計画例 ①
板柳町立板柳中学校

■ポイント

・各学年の柱となる活動を、具体的に明記しています。

・キャリア教育の成果を評価する手だてを明記しています。

※ ポイントの拡大は次のページを見て下さい！

ポイント

ポイント
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・
生

徒
の

創
意

工
夫

を
生
か

し
た
係

活
動
の

活
性

化
に
努
め

る
。

・
一

人
一

役
の

当
番

活
動

を
通

し
て
、
自

己
の

役
割

の
自

覚
と
集

団
生

活
で
の

責
任

の
大

切
さ
を
感
得

さ
せ

る
。

・
生

徒
の

キ
ャ
リ
ア
発
達

が
促

さ
れ

る
よ
う
、
朝

の
会
、
帰

り
の

会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

工
夫

に
努

め
る
。

・
清

掃
活

動
を
通

し
て
、
勤

労
観

の
形

成
を
支

援
す
る
。

・
学

級
通

信
・
学
校

だ
よ
り
等

を
活

用
し
、
保

護
者

へ
の
啓

発
に
努

め
る
。

キ
ャ
リ
ア
教

育
の
成

果
を
評

価
す
る
手
立

て

定
量

的
な
評

価
定

性
的

な
評
価＜
１
学

年
＞

・
「
様
々

な
職

業
を
知

ろ
う
」

（
職

業
調

べ
）

・
「
調
べ

た
こ
と
、
学

ん
だ
こ
と

を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
よ
う
」

＜
２
学

年
＞

・
「
職
場

を
訪

問
し
、
職

業
人

か
ら
学

ぼ
う
」

・
「
夜
間

中
学

の
生

徒
か
ら
学

ぼ
う
」

・
「
学
ん
だ
こ
と
・
感

じ
た
こ
と
を

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
よ
う
」

＜
３
学

年
＞

・
「
就
労

の
現

実
を
知

ろ
う
（
職

場
体
験

）
」

・
「
体
験

し
た
こ
と
・
学
ん
だ
こ
と

を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
よ
う
」

・
適

切
な
言

葉
遣

い
で
、
相
手

や
場

面
に
応

じ
た
礼

儀
正

し
い
挨

拶
や

返
事

を
さ
せ
る
。

・
自

分
と
異
な
る
意

見
を
受

け
入

れ
な
が

ら
、
自

分
の

考
え
を

適
切

に
伝

え
、
よ
り
良

い
人
間

関
係

を
築

く
こ
と
が

で
き
る
よ

う
、
話

し
合

い
活
動

の
指

導
を

工
夫

す
る
。

・
課

題
や
問

題
解

決
の

た
め

に
、
よ
り
良

い
方
法

等
を
見
つ

け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
グ

ル
ー
プ
協

議
の

場
面

を
工

夫
す
る
。

・
学

ぶ
こ
と
や

働
く
こ
と
の

意
義

を
、
自

己
の
生

き
方

と
重

ね
て
考

え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

な
助

言
や

説
話

を
工

夫
す

・
１
－

（
５
）
自
分

の
よ
さ
や

個
性
を
見

つ
け
、
伸

ば
し
て
い
く

よ
う
に
す
る
。

・
２
－

（
５
）
そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
や
も
の

の
見

方
、
考

え
方
を

尊
重

す
る
。

・
２
－

（
１
）
礼
儀

の
意

義
を
理

解
し
、
時

と
場

に
応

じ
た
適

切
な
言

動
を
と
る
。

・
３
－

（
３
）
目
指

す
生

き
方

に
近
づ
こ
う
と
、
良

心
を
信
じ
て

行
動

す
る
。

・
４
－

（
４
）
集
団

の
中

で
、
自

分
の

役
割

と
責

任
を
自

覚
し
、

集
団

生
活

の
向

上
を
目

指
す
。

・
４
－

（
５
）
勤
労

の
尊

さ
や

意
義
を
理

解
す
る
。

・
（
１
）
－

イ
学
級

の
組

織
づ
く
り
と
仕

事
の

分
担

。
・
（
１
）
－

ウ
生

徒
会

活
動

へ
の

参
加

・
（
２
）
－

ア
思
春

期
の

悩
み

の
解

決
・
（
２
）
－

イ
自
己

及
び

他
者

の
個

性
を
理

解
・
（
２
）
－

ウ
社

会
の

一
員

と
し
て
の

自
覚

責
任

・
（
３
）
－

ア
学
ぶ

こ
と
・

働
く
こ
と
の

意
義

理
解

・
（
３
）
－

ウ
自

己
の

進
路

適
性

の
吟
味

・
（
３
）
－

オ
進

路
選

択
と

進
路

設
計

・
１
学

年
「
職
業

調
べ

」
・
２
学

年
「
職
場

訪
問

活
動

」
・
３
学

年
「
職
場

体
験

活
動

」

・
入

学
式

（
決

意
発

表
）

・
体

育
大

会
・
小

中
高

合
同
地

域
清

掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

・
板

中
祭

（
舞

台
発

表
、
各

係
展

示
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル

）
・
卒

業
式

（
巣

立
ち
の

言
葉

）

・
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
部

活
動

・
委

員
会

活
動

紹
介

）
・
前
期

生
徒

総
会

・
体
育

大
会

の
企

画
、

準
備
、
運

営
・
中
体

連
壮

行
式

・
板
中

祭
の

企
画

、
準

備
、
運

営
・
生
徒

会
役

員
選

挙
・
後
期

生
徒

総
会

学
校
行
事

生
徒
会
活
動

・
４
月
：
「
中
学

校
生
活
の
目

標
を
立
て
よ
う
」
（
学
活
）

・
５
月
：
「
自
分

を
知

ろ
う
」
（
学

活
）

・
６
月
：
「
情
報

の
集
め
方
ま
と
め
方
」
（
総
合

）

・
７
月
：
「
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
知
ろ
う
　
職

業
調
べ
１
」
（
総
合

）

・
９
月
：
「
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
知
ろ
う
　
職

業
調
べ
２
」
（
総
合

）

・
１
０
月

：
「
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
知
ろ
う
　
職
業
人

講
話
」
（
総

合
）

・
１
１
月

：
「
地

域
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
　
町

の
働

く
人

を
知

ろ
う
」
（
総

合
）

・
１
２
月

：
「
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
　
板
柳
を
P
R
」
（
総

合
）

・
２
月
：
「
将
来

の
夢
を
語
ろ
う
」
（
学
活
）

・
３
月
：
「
先
輩

に
な
る
自
分

の
決
意
」
（
学

活
）

・
４
月

：
「
２
年
生
と
し
て
の
生
活
の

あ
り
方
」
（
学
活
）

・
５
月

：
「
学
習
の
重

点
や
計
画

を
考

え
よ
う
」
（
学
活

）

・
７
月

：
「
職
場
訪
問

か
ら
働
く
意
義
を
考
え
よ
う
」
（
総
合
）

・
９
月

：
「
何
の
た
め
に
働
く
の

か
」
（
学
校

行
事
）

・
１
０
月
：
「
自
分
を
生
か
す
職
業
」
（
学

活
）

・
１
１
月
：
「
自
分
を
生
か
す
生
き
方

」
（
学
活
）

・
１
２
月
：
「
何
の
た
め
に
学
ぶ
の

か
」
（
学
活
）

・
２
月

：
「
進
路
情
報

の
収
集
と
活

用
」
（
学
活

）

・
３
月

：
「
進
路
計
画

の
検
討
と
修

正
」
（
学
活

）

柱
と
な
る
活
動
を
支
え
る
「
各

教
科
等
に
お
け
る
指
導
の
方
針

・
内

容
等
」

各
教
科

道
徳

特
別
活
動

総
合

的
な
学

習
の
時
間

そ
の
他

の
教
育
活

動
学
級
活
動

・
４
月
：
「
１
０
年
後
の
自

分
プ
ラ
ン
を
描

い
て
み

よ
う
」
（
学
活
）

・
５
月
：
「
働

く
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
考

え
よ
う
」
（
学
活

）

・
７
月
：
「
上

級
学
校
訪

問
・
授

業
体
験
」

・
８
月
：
「
職

業
人
と
し
て
～
職
場
体

験
～
」
（
総

合
）

・
１
０
月
：
「
高
校

進
路
説
明
会

」
（
総
合
）

・
１
１
月
：
「
先
輩

か
ら
学
ぶ
～
高
校

生
と
の
交
流

～
」
（
総
合

）

・
１
２
月
：
「
進
路

決
定
を
し
よ
う
」
（
学
活
）

・
１
月
：
「
面

接
の
達
人

に
な
ろ
う
」
（
学
活
）

・
３
月
：
「
卒

業
式
」
（
学

校
行
事
）

各
学
年

の
柱
と
な
る
活

動

・
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
意
識

調
査
」
の
実
施
（
７
月
、
１
１
月
）

・
進
路
適
性
検

査
「
進

路
ク
ラ
ブ
」
の

実
施
（
１
２
月
）

・
学
校
評
価
（
生
徒
、
保
護
者

、
学
校
関

係
者
）

・
各
教
科

等
の
学
習

及
び
体

験
活
動
で
の
作
品
、
感
想
文
等

の
集

積 ・
教
師
の

観
察
記
録

、
指
導
記

録
の
蓄
積

・
保
護
者

や
地
域
の

方
々
、
職

場
体
験
等
の

関
係
事
業

所
の
方
々

の
要
望
、
意

見
、
感
想

な
ど

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学

年

進
路
探
索
を
始
め
よ
う

進
路
計
画
を
立
て
よ
う

進
路
選
択
を
し
よ
う
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国の施策の方針 

 
・国の施策 
  教育振興基本計画 
    （平成20年７月閣議決定） 
・今後の学校におけるキャリア教育
・ 職業計画の在り方について 
（中央教育審議会平成23年1月31 
答申） 

 
 
 

 
学校教育目標 

豊かな心をもち、自ら学ぶ生徒 
 

努力目標 
・意欲的に学習に取り組み、自分の考えをわか
 りやすく表現できる生徒。 
・思いやりの心をもち、認め合い、ともに高め
 合う生徒 
・健康な心と体をきたえる生徒 
 

 
 

生徒の実態 
・全体的に落ち着いて学校生活を
 送っており、与えられた課題や
 ドリル的な学習にはまじめに取
 組む。 
・主体的に物事に取組む姿勢、苦
 手なことにも根気強く取組む意
 欲がやや不足している。 
・行事や生徒会活動に意欲的に参
 加し、リーダー、フォロアーの
 関係を生かした活動を行ってい
 る。 
・多様な人間関係を築いたり、学
 んだことを外に出て生かしたり
 する機会が少ない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
    

  
 
 
 
 
 

 
青森県教育行政重点取組事項 

明日へはばたけあおもりっ子キャリ
ア教育推進事業 

 
 
 
 
 

 
キャリア教育でめざす生徒像 

 
  将来の夢をもち、実現させるために 
 
  見通しを立てて、粘り強く努力する生徒 

 
 
 
 
 
 

地域の実態 
・本校の卒業生である保護者、昔
 から地域に住んでいる人も多い
 ため、地域全体で生徒達を見守
 ろうという意識が強く、学校教
 育に対しての協力を惜しまない。
・地域で伝統的に行われている郷
 土芸能への取組や、部活動の練
 習を通して、子どもたちとの交
 流がある。 
 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小学校・高校との関連 

「つくる」「つたえる」「つなげる」 
   キャリア世教育の推進 
 ①「ものづくり」を基軸とした小中
 高が連携した実践 
 ②既存の「小中連携」を基軸とし 
小・中学校が連携した実践 

 ③各学校による家庭・地域と連携し
 た実践 
 ④各学校によるキャリア教育推進の
 ための基盤作り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
キャリア教育指導目標 

・一人一人のキャリア発達への支援とその的確な把握に努める。 
・キャリアに関する学習と教科等の学習と相互補完性を重視するとともに、体験や講話を通し産業や進路への関心意欲の高
揚と学習意欲の向上に努める。 

・将来、職業人として自立し、時代の変化に柔軟に対応できる幅広い能力の育成に努める。 
・働くことの意義を理解させ、自立意識の涵養と豊かな人間性を育成する。 
 
 
自己を見つめる力 

 
 力すか生／く動 力 る が な つ

 
創り出す力 

 
自分自身を客観的
・肯定的に見つめ、
自分がしたいこと、
できることを理解
し、それに向かって
自己をコントロー
ルし、主体的に学ん
だり行動したりす
る。 
 
 
 
 
 

 
自己を見つめる力をもとに、他者、自分を取りまく環境（社会）、将来を見
通した生き方（未来）とのかかわり方を考え、積極的につなげていこうとす
る力。 
 

仕事をする上での課
題を発見・分析し、
適切な計画を立てて
処理し解決する力。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自分や他者の良さを
踏まえ、経験や様々
な情報等を総合的に
活用し、新たな価値
を生み出したり、仕
組みを創り出したり
する力。またそれを
発信する力。 
 
 
 
 
 

 
他者とつながる力 

 
社会とつながる力 未来とつながる力 

 
他者の考えや立場を理
解し、相手の意見を聴い
て自分の考えを正確に
伝える力。 
 
 

 
自分の置かれている状況を
受け止め、他者と協力・協
働して社会を積極的に形成
する力。 
 
 

「未来の自分」が果たす
べき役割を考えた上で、
様々な情報を適切に選択
・活用しながら、主体的
に判断してキャリアを形
成していく力。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
各 学 年 の 目 標 

 
１ 年 

 
 年 ３ 年 ２

 
 自分の能力・適性について理解させ、将来の進
路について関心を高め、自己を知る必要性を理解
させる。 

 
 自分の進路を計画し、吟味・検討させる
とともに、職業や上級学校の理解を深めさ
せる。 

 将来の進路を見通したうえで、具体的な計画
を立て、自分の進路を選択し、自己実現を果た
そうとする意欲や態度を養う。 

  
 

各教科 
 

 他のそ・間時の習学な的合総 動活別特 徳道
 
・成就感・達成感や自己有用感を育
 む授業に心がけ、将来の職業生活
 に必要な基礎的知識・技能の習得
 を図る。 
・教科指導の中で自己の能力・適性
 を知り、それを伸ばしていく能力
 を育む。 
・学ぶ喜びをもち、主体的に学習す
 る（やる気）生徒を育成する。 
・キャリア教育で育むべき４領域能
 力を各教科の中で育成するよう授
 業改善を図る。 
・言語活動を取り入れた取組を継続
 する。 
 
 
 
 

 
・自己が属する様々な集団の意義に 
ついての理解を深め、役割と責任 を
自覚し、集団生活の向上に努め よう
とする態度を育成する。 

・勤労の尊さや意義を理解するとと 
もに，奉仕の精神をもって、公共

 

の
福祉と社会の発展に努めようと  する
道徳的実践力を育成する。 
・発達の段階に応じて指導内容を重
 点化し、体験活動を推進する。 
・先人の伝記、スポーツなど感動を
 覚える教材を活用する。 
・郷土資料を活用し、ふるさとを誇
 りに思う気持ちを育てる。 
 
 
 
 

・学級活動 
  生活上の諸問題の解決、組織 
づくりや仕事の分担処理など
の活動、個人および社会の一 員
としての在り方、学業生活 の充
実および将来の生き方と 進路
の適切な選択に関するこ とな
どの指導の充実を図る。 

・生徒会活動 
  学校生活の充実・改善向上を図 
る活動やボランティア活動を
通して課題対応能力などを培 
い、個性の伸長や社会性を 高め
る。  

・職業や進路に関わる啓発的な
 体験やボランティア活動など
 の自主的・自発的な活動を通
 し、主体的態度を育成する。

・学び方やものの考え方を身に
 つけ、問題の解決や探求活動
 に主体的、創造的に取り組む
 態度を育て、自己の生き方を
 考えさせる。 
・職場訪問・体験学習などの体
 験的な学習を充実させる。 
・集団生活への適応と進路の選
 択にかかるガイダンス機能の
 充実を図る。 
・部活動は、心・体を高める場
 として重要であり、生徒に積
 極的な活動を促す。 
・積極的な生徒指導を推進し、
 豊かな人間性や社会性、集団
 生活に必要な規範意識やマナ
 ーを育み、生徒一人一人の自
 己指導能力を培う。 

  
   
 
 
 
 
 
 

 
地域・他機関との連携 

・地元事業所との連携 
・キャリア教育支援機関の活用 
・東雲講話・発表の活用 
 

 
 
 
 

 
保護者との連携 

・各種便りを通しての保護者への積極的な働きかけ 
・家庭の役割の自覚と学校教育への積極的な参画 
 
 

 
 
 
 
 

個別指導 
・年１回以上のキャリアカウンセリ 
ングの実施（教育相談の中で）目 標
設定と実践力の向上 
 

 

中学校のキャリア教育全体計画例 ②
青森市立東中学校

■ポイント

生徒の課題を見つけ出し、どのような生徒を育てたいかを明確にし、キャリア教育の目標

を設定しています。

ポイント

ポイント

ポイント
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平成２５年度 キャリア教育全体計画 
青森県立青森工業高等学校

 

【校訓】    協和 創造 勤労 

 

 

【教育目標】 

○社会のよき形成者となるため，人格の陶冶に努めさせると共に，社会の変化に主体的に対応できる能力を育成する。 

○勤労を尊び，自然を愛し，自主的・積極的で，心身ともに健全な工業技術者を育成する。 

 

 

【キャリア教育でめざす生徒像】 

○ものづくり活動を通し，実践的技術者としての資質向上を図り，地域社会へ貢献できる生徒 

 

 

【キャリア教育指導目標】 

○体験を通した自己理解と自己肯定感の醸成≪自己理解・自己管理能力≫ 

○実習や課題研究などグループ学習を通したコミュニケーション能力の育成≪人間関係形成・社会形成能力≫ 

○職業理解を通して自己の生き方を考える≪キャリアプランニング能力≫ 

○技能習得を通した課題解決能力の育成≪課題対応能力≫ 

 

 

自己を見つめる力 つながる力 動く／生かす力 創り出す力 

工業に関する広

い視野と取り巻く

状況の変化に対応

し，必要とされる

知識と技術を主体

的に身に付けよう

とする力。 

自己を見つめる力をもとに，他者，自分を取りまく環境

（社会），将来を見通した生き方（未来）とのかかわり方を

考え，積極的につなげていこうとする力。 

仕事をする上での

課題を発見・分析

し，適切な計画を立

て，処理・解決する

力。 

自分や他者の良

さを踏まえ，経験

や情報等を総合的

に活用し，新たな

価値を生み出した

り，仕組みを創り

出したりする力。

またそれを発信す

る力。 

他者とつながる力 社会とつながる力 未来とつながる力 

他者の考えや立

場を理解し，相手

の意見を聴いて自

分の考えを正確に

伝える力。 

自分の置かれて

いる状況を受け止

め，他者と協力・

協働して社会を積

極的に形成する

力。 

 「未来の自分」が

果たすべき役割を考

えた上で，様々な情

報を適切に選択・活

用しながら，主体的

に判断してキャリア

を形成していく力。

 

各学年の目標 

１学年 ２学年 ３学年 

自己の能力や適性を理解すると共に，基礎基

本の充実を図り，将来の進路達成に関心を高め

進路選択の幅を広げる。 

 学習内容の発展とインターンシップを中心

として職業観・勤労観の育成を図りながら，

進路実現を目指す。 

 自分の適性・能力にあった進路選択と準備を

し，自己実現のための具体的目標を定め，実行す

る。 

  

 

工業推進委員会 特別活動 総合的な学習の時間（課題研究） 

・達成感・充実感を体験させ，自分の可能性を切

り拓く自信を導き，学習意欲を喚起させる。 

・地域交流や各種事業に参加し，工業技術の現状

や果たすべき役割を正しく理解できる生徒の育

成を図る。（電気科）（電子科） 

・創造的に「ものづくり」ができる生徒の育成を

図る。（機械） 

・自ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる生徒の

育成を図る。（建築） 

・基礎的な知識と技術を身に付け技術の変化に対

応できる生徒の育成を図る。（電子機械科） 

              （情報技術科） 

・環境に配慮し，都市づくりを広い視野を持って

創造できる生徒の育成を図る（都市環境科） 

・学級活動  

ホームルームを通じ，望ましい人間関係を形成し、

集団の一員として諸問題を解決しようとする自主

的実践的態度や健全な生活態度を育てる。  

・生徒会活動 

学校生活の充実・改善向上を図る活動を行う。特に

異年齢集団との交流，ボランティア活動を通じて人

間としての在り方生き方を，望ましい人間関係を深

める態度の育成を図る。 

・学校行事 

集団への所属間や連帯感を通し，望ましい人間関

係を形成し，社会生活を築くことができる自主的，

実践的態度を育成する。 

・学び方やものの考え方を身につけ，問題の解決

や探究活動に主体的・創造的に取り組む態度を

育て，自己の生き方を考えさせる。 

・就業体験（インターンシップ）を通し体験的な

学習を充実させる。 

・体験的学習を通し，勤労観，責任感の体得を図

る。 

・「ものづくり」をとおして協力・協同する中で

自分の役割・立場を考えさせる。 

・課題を見つけ，設定し個人やグループで主体的

に問題解決に取り組む姿勢を育成する。 

・豊かな人間性や社会性，集団生活に必要な規範

意識やマナーの育成を図る。 

  

  

地域・他機関との「横の連携」 家庭との「横の連携」 小学校・中学校との「縦の連携」 

・地元事業所とインターンシップ（就業体験）による連携 

・地域の行事を通じての伝統文化継承（ねぶた運行） 

・ごみひろいや「製作ゴミ箱」提供等ボランティア活動 

・先端技術を有する企業見学 

・社会人講師による出前授業 

・保護者会の実施 

・交通安全街頭指導 

・地域行事合同巡回 

・学校,学年,学科,学級

通信による情報提供  

・ものづくりの出前技術指導（金魚ねぶたづくり） 

・小学生による高校訪問（校舎施設案内） 

・高校生によるキャリア講話（ロボット製作） 

・高等学校での「ものづくり体験教室」開催 

 

高等学校のキャリア教育全体計画例
青森県立青森工業高等学校

■ポイント

基礎的・汎用的能力を参考に、キャリア教育指導目標を設定し、青森県教育委員会が目

指す「キャリア教育で培いたい資質、能力、態度及びそれを支える心」を参考に、「生徒に

付けたい力」を明確にしています。 また、小学校・中学校との「縦の連携」を具体的に示

しています。

ポイント

ポイント

ポイント
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                                   平成２５年度キャリア教育全体計画 
                                                                                       青森県立弘前実業高等学校 
            学校教育目標・学校努力目標

 本校は、農業、商業、家庭並びに体育に関する学科を持ち、
専門的な学習や実践的な活動を通して、人間性豊かで、社会に
貢献できる人材の育成を目的とした男女共学の総合専門学校
である。６学科において、それぞれの特色を十分発揮しながら
、融和共同のもと相互に協調し、生きる力を育み、自己実現の
達成に向けて、生涯を通じて「命と価値」を探求する人間の育
成を目指している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の実態 
・部活動が盛んであり、文武両面に努

力する生徒が多い。 
・６学科の、それぞれの専門的知識を

学ぼうと意欲的な生徒が多い。 
・規範意識が高く、自らが豊かな高校

生活を送ろうと行動している生徒
が多い。 

・部活動を通してキャリア教育の主眼
である生き抜く力を培っている生
徒が多く、本校卒業後に即社会人と
して多方面で活躍している。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

           保護者・地域の実態
・学校との協力関係を密にして一人一人の生徒の特徴

を理解し、指導と助言をし、生徒の育成に努めて欲
しいという期待が大きい。 

・進路に関して、生徒の能力や適正を把握し、適切な
進路を選択させて欲しいと願っている。 

・各学科に関する基礎的・基本的知識と専門的技術の
習得、そして社会に出て役立つ知識の習得に期待感
が強い。 

 
 
 
 

           キャリア教育の全体目標
地域や本校の特色を生かし、一人一人の社会

的・職業的自立に向け、必要となる能力や態度
を育てる。 

          教師の願い 
・基本的生活習慣をしっかりと身につけ、自他・公私

の区別を理解し、将来の社会人としての基盤を確立
して欲しい。 

・本校の教育目標である生涯を通じて「命と価値」を
探求する人間を目指し、高校生活で学んだことをこ
れからの人生の中で生かして欲しい。 

・これからのグローバルな社会で生き抜いていくため
に、英語力・コミュニケーション能力の向上心と部
活動等で忍耐力を培って欲しい。 

                                          
 
 
 
 
 

     キャリア教育で目指す弘実生像
生きる主体としての自己を確立し、自らの人

生観や世界観、職業観・勤労観を含む価値観な
ど、自分なりのさまざまなものの見方や考え方
を形成・確立し、主体性をもって生きていく意
欲を育む。 

 
 
 

 
 
 
 
 

                                        キャリア教育の重点目標
１ 生徒一人一人が、自らの生き方を考え、社会的・職業的に自立ができるように、必要な基盤となる能力や態度の育成に努める。 
２ 生徒一人一人が主体的に進路選択ができるように、様々な活動を通してキャリア教育の充実に努める。  
３ 人間関係形成・社会形成能力を基盤とし、適切な勤労観・職業観の育成に努める。 
４ 小・中学生に教えることで、自らの知識と技術を再確認し、自己有用感の醸成に努める。

 
 

重点指導事項 

                         キャリア教育で培いたい資質、能力、態度及びそれらを支える心
 自己有用感 ふるさと意識 自己を見つめる力 つながる力 動く／生かす力 創り出す力
 
 
 １年 
 
 
 

基本的な生活習慣
を確立し、規範意識を
育み、自分に与えられ
た役割を工夫して最
後までやり遂げよう
とする心。 

地域の特性や文化
などの良さを発見し、
ふるさとを誇りに思
う心。 

社会における自他
の役割を理解し、自分
の特性や個性を伸ば
し将来の生き方を主
体的に考える力。 

自分のよさや個性、他
者のよさや感情を理解し、
他者に配慮しながら積極
的に人間関係を築こうと
する力。  

よりよい生活や学
習、生き方を目指して
生活の中に積極的に
課題を見いだそうと
する力。 

環境を最大限に生
かし、他者と力を合わ
せながら、企画立案し、
よりよい物を創り出そ
うとする力。 

 
 ２年 
 
 
 
 

協調性や受容力を
育み、集団の中での役
割や様々な経験が社
会に出たときにどの
様に役立つかを考え
ようとする心。 

学習したことや経
験したことを基に、自
分の考えや意見を地
域に発信しようとす
る心。 

互いのよさを生か
し合い、率直なことを
言い合えるように、自
らの思考や感情をコ
ントロールしようと
する力。 

インターンシップや奉
仕活動等の種々の体験的
な学習を通して、住んで
いる地域の特色や職種を
理解するとともに働くこ
との意義を理解する力。

社会を知り、働くこ
との厳しさや意義を
肌で体験し、社会人と
してのマナー、礼儀を
学ぶ中で自分の将来
を考える力。 

様々な体験や学習
の中で自己を知り、将
来の理想像や現実的
な未来像を真剣に考
えようとする力。 

 
 ３年 
 
 
 
 

小・中学校との交流
体験等を通じ、生涯に
わたって、自己の個性
を高め、能力を発揮し
ようとする心。 

郷土の良さや他地
域の文化との違いを
知り、社会に出たとき
にその知識や経験を
生かそうとする心。 

集団の中の自分の
役割を理解し、ストレ
スを客観的に把握し、
そのコントロールや
解消法を身につけ、行
動する力。 

理想と現実との葛藤や
経験等を通し、将来設計
を立案し、実現に向けて、
今取り組むべき学習や活
動を理解し実行する力。
 

自分なりの価値観
や、望ましい職業観・
勤労観を身につけ、職
業に関わる権利、義務、
責任や職業に就く手続
き等を理解し、将来の
進路を選択する力。  

生きがいや仕事へ
のやりがいを持ち、自
己を生かせる進路や
生き方を強い意志と
責任で切り拓く力。 

 

   
 
 
 

                                                       学 年 指 導 目 標
              １   年                 ２    年               ３    年 
自己理解（関心・能力・適正）を深め、主体的な進

路計画の設定に努める。 
 的確な進路情報（資格・学習歴）の把握と活用を図り、望ましい
職業観の形成に努める。 

 将来設計に基づいた進路を自ら決定し、自己実現の達成
を図る。 

 
容内導指・標目点重るけおに等科教各 

 
学校行事・各学科行事 

 
ホームルーム活動 進 路 

学校種間連携
課題研究 地域との連携

○重点目標 
学校行事を通して 

・望ましい人間関係を形成し、集団
への所属感や連帯感を深める。 

・公共の精神を養い、協力してより
よい学校生活や社会生活を築こう
とする自主的、実践的な態度を育
てる。 

 

○重点目標 
ホームルーム活動を通して 

・望ましい人間関係を形成し、集
団の一員としてホームルームや
学校におけるよりよい生活づく
りに参画する。  

・諸問題を解決しようとする自主
的、実践的な態度や健全な生活
態度を育てる。 

○重点目標  
 進路活動を通して         
・生徒の能力や適正を把握し、適切

な進路を選択させる。 
・希望する進路を実現させるための

指導、助言を行い、進路先の確保
に努める。 

・社会人になるための態度・心構え
を育成する。 

○重点目標 
 課題研究の授業を通して 
・互いに意見を出し合い、見通し

を確かめ合い、他者の意見を受
け入れながら課題を探求する。 

・目標を明確にし、課題の解決に
向けて計画的に着実に行動す
る。 

・社会や自然の中に生きる一員と
して、何をすべきか、どのよう
にすべきかを考える。 

○重点目標 
望ましい集団活動を通して 
・心身の調和のとれた発達と個性の伸

長を図る。 
・集団や社会の一員としてよりよい生

活や人間関係を築こうとする自主
的、実践的な態度を育てる。 

・人間としての在り方や生き方につい
ての自覚を深め、自己を生かす能力
を養う。 

◇指導内容 
・郊外におけるさまざまな集団活動
を通じて、教師と生徒及び生徒相
互の人間的な触れあいや信頼関係
の大切さを経験させる。 

・就業体験などでの職業観の形成や
進路の選択決定などに資する体験
をさせる。 

・勤労の尊さや創造することの喜び
を体得させる。 

◇指導内容 
・心身の健康と健全な生活態度や
規律ある習慣の確立を促す。 

・社会生活における役割と自己責
任について理解させる。 

・学ぶことと働くことの意義を理
解させる。 

 

◇指導内容 
・志望調査、個人面談・三者面談の

実施により、生徒の能力や適正を
把握し、適切な進路を選択させる
。 

・課外講習や各種模擬試験を実施し
て、学力の向上に努める。 

・進学志望者には早期に意識づけを
して、個別指導を強化する。 

◇指導内容 
・課題研究の授業では目的に応じ

て情報を収集させ、整理・分析
・考察を経て、論理的に表現さ
せる。 

・課題の解決に向けて企業の一員
としての当事者意識をもって
参画させる。 

 

◇指導内容 
・それぞれの連携の活動を通してコミ

ュニケーション能力の育成と人間
関係の確立を目指す。 

・異年齢集団による交流を深めること
により、役割の自覚と自己責任を培
う。 

                                                 キャリア教育実践のための基盤
               校内推進体制             校内研修      保護者との連携 
校内キャリア教育推進委員会 
・4部（農業・商業・家庭・体育）の各学科の部長と進路指
導部と教務部の各部長６名と、部員６名の計１２名で構成
されている。 

・中心となるのは研修・科運営部に所属している４部の学部
長である。 

全体研修会及び分掌担当者研修
・キャリア教育に関する共通理解の深化 
・アンケート項目の検討 
・今年度の成果と課題の検討 
 

キャリア教育についての理解促進 
・授業参観、PTA総会、PTA新聞等を通してキャリア教
育の方針と指導内容の理解を深める。 
 

 

      地域・企業・NPO法人との連携               学校種間連携     評価（成果等検証の手だて）
・NPO法人R.プラットによる就業体験事前学習の企画 
・就業体験での職場の確保や手配の協力 
・キャリア教育推進事業活動へのアドバイス 
・情報交換をし、連携を深める 

・花壇整備指導（碇ヶ関小・中学校） 
・交流体験学習（碇ヶ関小学校） 
・本校実施「進路懇談会」へ合同参加（碇ヶ関中学校） 
・本校生徒の集団行動出前授業（碇ヶ関小学校） 
・本校生徒の出前進路講話・出前授業（碇ヶ関中学校） 

・アンケート調査による生徒の変容の検証
・自己評価表の作成と活用 
 
 

 

各学年の重点指導事項を明記した全体計画例
青森県立弘前実業高等学校

■ポイント

生徒の実態（課題）から、キャリア教育で目指す弘実生像を導き出し、キャリア教育の重

点目標を設定しています。また、青森県教育委員会が目指す「キャリア教育で培いたい資質、

能力、態度及びそれらを支える心」を参考に、各学年の実態に基づいた目標を設定しています。

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント
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②年間指導計画

キャリア教育を教育活動全体を通じて、体系的・系統的に行うためには、計画に基づいて実施

する必要があります。

キャリア教育の全体計画は、児童生徒のキャリア発達を促進するために必要とされる諸能力を、

意図的・継続的に育成していくために、各学校における教育目標や育成したい能力や態度、教育

内容と方法、各教科等との関連等を示すものです。これに対して、各学年における年間指導計画

は、各発達の段階における能力や態度の到達目標を具体的に設定するなど、全体計画を具現化す

るものです。学習指導要領におけるキャリア教育に関する事項を確認し、相互の関連性や系統性

に留意し、有機的に関連付け、発達の段階に応じた教育活動を展開する必要があります。また、

これらの指導計画は、各学校の教育課程に適切に位置付けられなくてはいけません。

年間指導計画に盛り込む要素としては、学年・実施時期・予定時数・単元名・各単元における

主な学習活動・評価などが考えられます。児童生徒の学習経験や発達の段階を考慮するとともに、

季節や学校行事などの活動時期を生かし、各教科等との関連を見通して計画する必要があります。

ア 年間指導計画作成の手順

①各学校の生徒の学年等に応じた能力や態度の目標を決定する。

②キャリア教育の全体計画で設定したそれぞれの能力や態度の目標に基づき、各学校の年間行事

予定、学年別の年間指導計画に記載する内容を検討する。

③各教科・科目、道徳、総合的な学習の時間、特別活動及び学級や学年の取組等を相互に関連付

けた指導計画を作成する。

④それぞれの能力や態度の到達目標に応じた評価の視点を設定し、明確化する。

イ 年間指導計画作成の留意点

○各学校の児童生徒の実態や発達の段階に応じた目標や内容にする。

○各教科・科目、総合的な学習の時間、特別活動及び学科や学年などの取組等、それぞれのねら

いや内容を踏まえて関連付けを図る。

○入学から卒業までを見通して、児童生徒のキャリア発達を支援できるよう、具体的で系統的な

ものとする。

○評価の視点等を考慮し、評価方法を検討する。

○家庭や地域、学校間の連携を考慮する。
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各教科等を横断的にみた年間指導計画例①（小学校）
青森市立東陽小学校

■ポイント

各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等におけるキャリア教育に関する事項を確

認し、相互の関連性や系統性を留意の上、有機的に関連付けた年間指導計画を作成しています。

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント
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各教科等を横断的にみた年間指導計画例②（小学校）
平川市立碇ヶ関小学校

■ポイント

各教科等のキャリア教育に関する事項を洗い出し、相互の関連性や系統性を留意した上で、

相互に関連付けた年間指導計画を作成しています。

ポイント
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各教科等を横断的にみた年間指導計画例（中学校）
平川市立碇ヶ関中学校

■ポイント

各教科、領域のキャリア教育に関連する内容を洗い出し、相互の関連を明確にし、キャリ

ア教育で培いたい資質、能力、態度及びそれらを支える心との関連を示しています。

ポイント

ポイント
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各教科等を関連づけた年間指導計画例（高校）
青森県立名久井農業高等学校

■ポイント

科目によっては、目標や内容がキャリア教育そのものと重なる部分が多いので、各教科、

科目におけるキャリア教育との関連を明記しています。

＞力いたせさけ付に身で年学＜＞力いたせさけ付に身で校本＜

。るす守遵をルール、け付に身を度態活生的本基）人（つもを任責てしそ　くる明　くし正　く強）人（

。む組り取に的極積に動活部や動活別特）自（。るすとうそば伸に的主自を所長の分自）自（

。む励に学勉てけ向に成達標目の来将）課（。るすとうよし決解をれそ、けつ見を題課ら自）課（

。るせさ立確を方え考や方き生の分自てじ通を育教業農）キ（。るすとうよし与寄に展発・上向の会社）キ（

１　人間関係形成能力（①自他の理解能力　②コミュニケーション能力）　　　２　情報活用（①情報収集・探索能力　②職業理解能力）

３　将来設計能力（①役割把握　②計画実行能力）　　　　　　　　　　　　　　　  ４　意志決定能力（①選択能力　②課題解決能力）

４月

５月

６月

７月

８月

９月

時期 教科 教科外 時間外

平成２４年度　名久井農業高等学校キャリア教育年間指導計画

連携プログラム

○総合実習（１－①②、３－①②）

5/25「地区分会活動」全校生徒

・出身地域の環境美化活動を通し

て、周囲と協力する大切さや奉仕

の精神を培い、故郷に愛着を持つ

と
身に付ける。
ともに、企画力や管理能力などを

○総合実習（１－①②、２－①、３
－①②、４－②）
6月中「山田町被災地ボランティア」
希望者
・被災地での花壇整備対象植物に
関する知識・技術や企画力・管理
能力を身に付ける。

○農業科学基礎（１－①②、３－①

②、４－②）

6月中「出身中学校への寄せ植えプ

レゼント」１年園芸科学科

・草花の特性や生育に適した環境を

理解し、寄せ植えの技術を身に付

ける。

○総合実習（１－①②、２－①、３
－①②、４－②）
8月中「山田町被災地ボランティア」
希望者
・被災地での花壇整備対象植物に
関する知識・技術や企画力・管理
能力を身に付ける。

○課題研究（１－①②、３－①②、
４－②）
8/3「アグリサイエンス」２・３年
・中学生の希望者が来校し、本校
の農業生産物を活用した実験実習
の補助をすることで、専門的な知
識や技術を深め、問題解決能力を
身に付ける。

○グリーンライフ（１－①②、３－①

②、４－①②）
5月中「剣吉小学校体験学習：リン
ゴ人工授粉」３年園芸科学科
・体験学習を提供する活動に必要
な知識と技術を習得し、地域資源
の有用性を理解する。

○グリーンライフ（１－①②、３－①

②、４－①②）

6月中「剣吉小学校体験学習：リン

ゴ摘果」３年園芸科学科

・体験学習を提供する活動に必要

な知識と技術を習得し、地域資源

の有用性を理解する。

○グリーンライフ（１－①②、３－①

②、４－①②）

6月中「剣吉小学校体験学習：リン

ゴ文字シール貼り」３年園芸科学

科

・体験学習を提供する活動に必要

な知識と技術を習得し、地域資源

○総合実習（１－①②、２－①、３
－①②）
6月中「剣吉小学校花植え」３年園
芸科学科
・草花の栽培知識と技術を習得し、
経営と管理についての理解を深め
る。

○総合実習（１－①②、２－①、３
－①②）
6月中「剣吉商店街花植え」１・２年
園芸科学科
・草花の栽培知識と技術を習得し、
経営と管理についての理解を深め
る。

○草花（１－①②、３－①②、４－

②）

6月中「チェリー保育園花壇花植

え」２年園芸科学科

・草花の栽
経営と管理についての理解を深め
る。

培知識と技術を習得し、

○秋祭り10月中 町

内出身者総合実習

○名川中での学校

紹介５月～６月上旬

２・３年生総合実習

○進路ガイダンス（１－①②、２－

①②、３－①②、４－①②）

6/6 ３年生

・外部講師を招くことで、自分の進

路に関係する知識や理解を深める。

○進路講演会（１－①②、２－①②、

３－①②、４－①②）

7/11 ３年生

・職業安定所職員を招くことで、履

歴

ポイントについての知識や理解を深
める。

書の具体的な記入方法や面接の

ポイント
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③教科・領域

ア 各教科・科目の年間指導計画

各教科・科目ごとに学年別年間指導計画を作成する場合は、実施時期・予定時間・単元名・

各単元における主な学習活動を明確にするとともに、それぞれの学習指導要領に書かれている

キャリア教育に関連付けられる発達能力を記載することで、教科におけるキャリア教育との関

わりが明確になり、体系的・系統的な指導が可能となります。

イ 道徳の年間指導計画

道徳とキャリア教育との関連においては、「個性を伸ばして充実した生き方を追求する」「自

己が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と責任を自覚し集団の生活の向上に

努める」「勤労の尊さや意義の理解」「公共の福祉と社会の発展に努める」などの内容につい

て指導を工夫するとともに、その学年の学校行事や学級活動などとの関連を考慮し、実施時期

・予定時数・主題名を記載することで、キャリア教育との関わりを明確にすることが望まれま

す。

ウ 総合的な学習の時間の年間指導計画

総合的な学習の時間とキャリア教育との関連においては、「自己の生き方を考えることがで

きるようにすること」を重点に、児童が身近な働く人や仕事に触れ合うことでいろいろな職業

や生き方があることを学んだり、生徒が自己の生き方を具体的、実際的なものとして考えたり

することができるよう、職業や進路に関する調査や話合い、地域での職場体験活動などを通し

て、キャリア教育との関わりを明確にすることが望まれます。

エ 特別活動の年間指導計画

特別活動とキャリア教育との関連においては、社会の一員としての自覚と責任に関連する事

項や、学ぶことと働くことの意義の理解、主体的な進路の選択と将来設計など学業と進路に関

連する事項などを考慮しつつ、学級活動、生徒会活動、学校行事におけるねらいとキャリア教

育の視点を有機的に関連付けて計画を立てることが望まれます。

《洗い出し》

「洗い出し」の作業によって、列挙された単元等のうち、学校ごとに設定したキャ

リア教育の目標や他の教科等との関連性を勘案しながら、社会的・職業的自立に向

け、その基盤となる能力や態度のどこに焦点を当てようとしているかを検討し、具

体的な単元等を特定していくことが、体系的・系統的な指導にとって不可欠です。
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教科・領域等のキャリア教育学習計画例（小学校）
六ヶ所村立千歳平小学校

■ポイント

年間指導計画と、教科、領域等のキャリア教育学習計画を整備することによって、教科に

おけるキャリア教育との関わりを明確にし、体系的・系統的な指導をしています。
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1 2 3 4

縦　わ　り　班　活　動

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

全校遠足

1

道徳

うばわれた自由
１１月

国語

話を作り上げよう　１
１月

学級活動

お楽しみ会の計
画を立てよう　１
２月

学級活動

めあてをもとう
４月

第５学年　　　キャリア教育　年間指導計画

月 １月４月 ５月 ６月 ７月

関連する
行事・活動

力能グンニンラプアリャキ力能応対題課力能理管己自・解理己自力能成形会社・成形係関間人

運動会 なわとび大会菜園活動
ハッピー

レストラン② 秋レク

学級活動

学習発表会
を成功させよ
う　１０月

学級活動

ハッピーレスト
ランの計画を立
てよう　６月

学級活動

ハッピーレスト
ランの計画を立
てよう　１１月

チャレンジタイム

反省

１学期 ２学期 ３学

異学年が同じ場所で楽しく会食をするために、だれかに頼るの
ではなく、自分の力で他者に働きかける体験ができた。緊張も
あったが、やり遂げた充実感からか、楽しかったという感想が多
かった。今しなければいけないことは何かを考えることを通して、
お互いを思いやる心の育成に役だった。準備に時間が相当か
かった。どこで時間短縮ができるか検討が必要である。

２回目ということもあり、実際の動きが児童には見えていた。話し合いの時間も１
学期に比べ短時間になり、もっと工夫ができないか意欲的に意見を出し合ってい
た。楽しく活動しようと新しい試み（座席の工夫）をした結果、準備に時間がかか
りすぎてしまった班が多く見られた。その解決策をみんなで話し合い、方向性を
確認することができた。３学期の最後の活動へとつなげていきたい。この活動を
通して、児童は自分の立場を知り、集団の中での自分の生かし方を少なからず
児童は感じ取ってきているのではないか。変容を感じる。

インフルエンザの影響で
いた３回目のハッピーレス
た。計画の段階は、これ
うまくいったこととうまくい
し、うまくいかなかった理
功させようと意見を出し合
となり残念だったが、その
で５年生一人一人が十分
じる。

基礎的・汎
用的能力 2 21 3 3

家庭
物を生
して住
やすく
月

道徳

森の絵　１０月 なわとび
タイムの
取り組み

体育

体ほくし
運動　２
月

チャレン
ジタイム

音楽

和音の美しさを味
わおう　１０月

チャレンジマラソン
の取り組み

体育

陸上運動　５月

国語

注文の多
い料理店
７月

道徳

父がぼくに教えた
かったこと　４月

道徳

思いもよらぬで
きごと　９月

表現「太刀振り
舞」　５月

学級活動
楽しい宿泊体
験学習　５月

総合

お米について調
べよう　５月

道徳

国語
自分の考
えを提案
しよう　６
月

理科

種子の発
芽と成長
５月

言葉の
おくりも
の　５月

縦割り班組織会

4

学習発表会

3

ハッピー
レストラン①

1

国語
事例に注目
しながら文
章の要旨を
とらえよう
１０月

社会

垂柳遺跡見学９月

国語
分かりや
すく紹介し
よう　１月

家庭科 道徳
まいごの
カナリア
号　１２月

おいしいね　毎
日の食事　１０
月

縦割り班活動をキャリア教育推進の中核に位置付けた計画例
板柳町立板柳東小学校

■ポイント

・縦割り班活動を通して「培いたい資質・能力・態度」の向上を図ることとし、この活動を年間

指導計画の中核に位置付け、授業や各種教育活動を関連付けて、体系化しています。

・活動の反省を記入する欄を設け、改善に役立てられるようにしています。

 

年間を通して継続して行う活動（縦割り班活動）を柱に

設定し、それに各種教育活動を関連付けて整理すること

で、一貫した見通しのある実践が展開できます。

反省欄を設け

るなど、計画を

活用し、指導改

善に生かせるよ

う工夫すること

も大切です。

ポイント

中核とする活動を全

学年統一することで、

学校全体としてのキャ

リア教育推進が意識で

きるのですね。

縦割り班での菜園活動

ポイント
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各教科の年間指導計画例（中学校）
板柳町立板柳中学校

■ポイント

各教科の年間指導計画に、キャリア教育との関わりを記載することによって、体系的・系

統的な指導ができるようにしています。

ポイント

配当

時間

人間
関係
形成

自己
理解

課題
対応

キャリ
ア

プラン
ニング

Pre-Lesson
Spring Vacation

●スピーチを中心とした４技能に関わ る
英語の言語活動を通して，１年で学習した
基礎事項を復習する

春休みの体験
●春休みまたは最近の自分の体験を３～４
文程度の文章にまとめることができる

●それらをクラスの前で発表することができ
る

１ Japanese Sports
　　日本のスポーツ

●過去形（be動詞）やS+V（?be）+Cの文を

用いて，適切に表現したり，応答することが
できる

●過去形（be動詞）やS+V（?be）+Cの文構

造を理解する

S＋V（be動詞
以外）＋C（形
容詞）

●相撲や柔道などを取り上げて，日本文化
と世界の異なる文化との関わりについて考
える

ＷT 家族，親類 ◆説明する

家族や親類を表すことば

ＷT 辞書を使ってみよう ●英和辞書の基本的な使い方を理解する

辞書の使い方を学ぶ ●辞書を引くことに慣れる

２ Gestures
いろいろなジェスチャー

過去進行形
●過去進行形や接続詞when, thatを用い

て，適切に表現したり，応答することができ
●過去進行形，接続詞when, thatを用いた

複文の文構造を理解する
●同じ動作でも国によって意味が異なる場
合があるなど，ジェスチャーと文化の多様
性を理解する

S＋V＋O

(that節)

Ａ どこに何がある？
物の存在を示す表現を
学ぶ

There＋
be動詞＋～

◆描写する，
　 質問する

●There is/are ～. を用いて存在を表現した

り，その疑問文で存在を尋ねたり，適切に
応答することができる

●There is/are ～. やその疑問文，またその

答えの文構造を理解する

C1P 日記を書こう
１日の出来事を日記に
まとめる

◆描写する
●例文を参考にして，必要な分量の日記
を，構成を考えながら過去形を用いて書く
ことができる

●日付など日記の書き方の知識を得る

◆道４－（９）
　伝統の継承と文化の創造

備考/指導の反省

○ ◎

キャリア教育との
関連

○

◇あいさつ，
　学校での学習や活動
◆発表する，
　説明する，
　礼を言う，
　質問する

○

○

○

○

4

2

7

◇家庭での生活
◆質問する、
　説明する、
　描写する、
　意見を言う ○

1

ホール先生が，週末に
参加した相撲部屋の朝
稽古見学ツアーについ
て語る

1

7

評価規準

4

1 ●家族や親類関係を表す語彙を習得し，
適切に運用することができる

言語材料 言語活動

過去形
(be動詞）

国によるジェスチャーの違
いに関するテレビ番組を見
たナナとジャックが，タクを
交えて，ジェスチャーにつ
いて話し合う

複文
（接続詞
when)

章 課名と内容

ナナが，春休みに家族と愛
媛に行った体験をスピーチ
し，生徒たちがそれについ
て質問する

○

平成２５年度　第２学年　英語科年間指導計画

◆発表する，
　 質問する，
　 描写する，
　 説明する

板柳町立板柳中学校

Ａ＝Ａｃｔｉｏｎ！　ＷＴ＝Ｗｏｒｄ　Ｔｒｅｅ　ＣＰ＝Ｃｈａｐｔｅｒ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　ＴＴ－Ｔａｌｋｉｎｇ　Ｔｉｍｅ　Ｒ＝Ｒｅａｄｉｎｇ　ＢＰ＝Ｂｏｏｋ　Ｐｒｏｊｅｃｔ

 

平成２５年度 １学年 数学科 年間計画 

 

 

月 

 

 

節

 

 

項 

 

学 習 内 容

 

 

評価規準   

指導時数 

 

キャリア教育との関連  

備考・指導の

反省 

 

関心・意欲・

態度 

 

見方や考え方

 

表現・処理 

 

知識・理解 

 

人間関

係形成 

自己 

理解 

課題 

対応 

キャリア

プランニ

ング 

４ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

 

正

の

数

・

負

の

数

(5)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節とび

ら 

 

A(1)ア 

 

 

☆身のまわり

で使われる

いろいろな

数の中から，

「－」のつい

た数を見い

だし，その意

味について

関心を高め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ０

より小

さい数 

 

 

 

A(1)ア 

 

 

 

 

 

◎負の数の意

味と表し方 

◎正の数・負

の数と数直

線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎身のまわり

の数から，０

より小さい

数があるこ

とに関心を

持ち，負の数

を数直線上

に表したり，

数直線上に

表された正

負の数を読

みとったり

しようとし

ている。 

○身のまわり

の数から，０

より小さい

数があるこ

とに関心を

持っている。

 

◎数の範囲を

拡張するこ

とができ，０

より小さい

数は，数直線

を反対方向

にのばせば

表せること

を確かめる

ことができ

る。 

 

○０より小さ

い数まで数

の範囲を拡

張すること

ができる 

 

◎数直線上に

表された正

の数・負の数

を読みとっ

たり，正の数

・負の数を数

直線上に的

確に表した

りすること

ができる。

 

○数直線上に

表された正

の数・負の数

を読みとっ

たり，正の数

・負の数を数

直線上に表

したりする

ことができ

る 

◎マイナス，

プラス，正

の数，負の

数，自然数

などの意味

を十分に理

解している

。 

 

 

○マイナス，

プラス，正

の数，負の

数，自然数

などの意味

を理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 正

の数・

負の数

で量を

表すこ

と 

 

 

 

A(1)ア

，エ 

 

 

 

 

 

◎次のような

量を，正の数

・負の数を使

って表すこ

と 

 ・反対の性

質をもつと考

えられる量 

 ・基準とし

た量からの増

減や過不足 

◎反対の性質

を表す2つの

ことばを，正

の数・負の数

を使って，そ

の一方のこ

とばで表す

こと 

 

◎互いに反対

の性質をも

つ量や基準

を決めたと

きの量を，正

の数・負の数

を使って表

すことに関

心を持ち，進

んで活用し

ようとして

いる。 

○互いに反対

の性質をも

つ量や基準

を決めたと

きの量を，正

の数・負の数

を使って表

そうとして

いる。 

 

◎反対の性質

をもつ量を

正の数・負の

数を使って

考えること

ができ，自ら

基準を決め

て，正の数・

負の数を使

って表すこ

とができる。

○反対の性質

をもつ量や

基準を決め

たときの量

を，正の数・

負の数を使

って考える

ことができ

る。 

 

◎正の数・負

の数を使っ

て，反対の性

質をもつ量

や基準を決

めたときの

量を的確に

表すことが

できる。 

○正の数・負

の数を使っ

て，反対の性

質をもつ量

や基準を決

めたときの

量を表すこ

とができる。

 

 

 

◎反対の性

質をもつ量

や基準を決

めたときの

量を表す数

として，正

の数・負の

数が使われ

ていること

やそのよさ

を理解して

いる。 

○反対の性

質をもつ量

や基準を決

めたときの

量を表す数

として，正

の数・負の

数が使われ

ていること

を理解して

いる。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント
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第３学年 社会科年間指導計画（歴史・公民）  

月  
 

時  
間  

章・単元・題材名  主な指導のねらい
 

観点別評価  キャリア
教育との
関連 

キャリア観点の説明
 章  単  技思関 材 題 元 知  

 
 
 
４  
 
 
 
 

 
 
 
８  
 
 
 
 

 
 
 
６
章  
 
二
度
の
世
界
大
戦
と
日
本  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１節  
 第一次世界
 大戦とアジ
 ア・日本  
 
 
 

１  第一次世界大戦とロ
  シア革命  
２  国際協調の高まり  
３  アジアの民族運動  
４  大正デモクラシー  
５  広がる社会運動  
６  都市化と大衆文化  
 

・第一次世界大戦について、背
 景や経過、人類史上経験のな
 い悲惨な結果を招いたことを
 調べることができる。  
・大正デモクラシーは、政治的
 な運動のみならず、日本社会
 全体にも大きな影響をおよぼ
 したことを説明できる。  

 
 
○
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○  
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

５  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
６  
 
 
 
 

 
２節  
 世界恐慌と
 日本の中国
 侵略  
 
 

１  世界恐慌とブロック
  経済  
２  欧米の情勢と日本  
３  日本の中国侵略  
４  日中全面戦争  
 
 

・世界恐慌の原因と日本に与え
 た影響、ファシズムとの関連
 についてまとめることができ
 る。  
・日本国内で軍部の発言が増  
 し、日中戦争に突入していく
 過程を説明できる。  

 
○
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
○  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
３  
 
 
 
 

 
３節  
 第二次世界
 大戦とアジ
 ア  
 
 

１  第二次世界大戦  
２  アジア・太平洋での  
 戦い  
３  戦争の終結  
 
 
 

・戦争の長期化とともに国民生
 活が苦しくなっていく実態を
 説明できる。  
・沖縄の人々の立場など、戦争
 を多角的にみることができる
 視点をもち、まとめることが
 できる。  

 
○
 
 
 
 

 
○
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

課題対
応  
 
 
 
 
 

悲惨な戦争から、平和
へむかった取り組みを
考えることができる。
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６  

７  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３  
 
 
 
 

 
４節  
 日本の民主
 化と国際社
 会への復帰  
 
 

１  占領と日本の民主化
２  二つの世界とアジア  
３  国際社会に復帰する
  日本  
 
 
 

・ＧＨＱによる民主化政策と日
 本国憲法制定についてまとめ
 ることができる。  
・冷戦による東西対立があらわ
 れたヨーロッパやアジアの動
 きの裏側にある米ソの考え方
 について説明できる。  

 
○
 
 
 
 

 
○
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

キャリ
アプラ
ンニン
グ 
 
 
 

平和を希求した人物を
例に働く意義について
考えることができる。
 
 
 
 

 
 
３  
 
 
 
 

 
５節  
 国際社会と
 日本  
 
 
 

１  高度経済成長の中の
  日本  
２  現代の日本と世界  
３  これからの日本と世
  界  
 
 

・日本経済が高度成長をとげ、
 国民生活が大きく変化したこ
 とを指摘できる。  
・国際社会の中で日本が今後、
 どのような役割を果たすべき
 か考え、まとめることができ
 る。  

 
○
 
 
 
 

 
○
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

課題対
応  
 
 
 
 
 

戦後の日本の課題と取
り組みを考ることがで
きる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  
 
 
 
 
 

 
 
 
１
章  
 
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と  
現
代
社
会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
１節  
 現代社会と
 わたしたち
 の生活  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１  グローバル化  
２  情報化  
３  少子高齢化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・写真や統計資料などから，グ
 ローバル化，情報化，少子高
 齢化の意味と影響について読
 み取ることができる。  
・現代日本の特色として，グロ
 ーバル化，情報化，少子高齢
 化などが見られることを理解
 することができる。  
・具体的な事例をもとに，グロ
 ーバル化，情報化，少子高齢
 化が政治，経済，国際関係に
 影響を与えていること，また
 それらが互いに関連し，影響
 し合っていることに気付くこ
 とができる。  

 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題対
応  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現代社会の課題と取り
組みを考えることがで
きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  
 
 
 
 
 
 

 
 
２節  
 わたしたち
 の生活と文
 化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１  現代社会における文
  化の意義  
２  くらしに生きる伝統
  文化  
３  日本文化の多様性  
４  文化の継承と創造  
 
 
 
 
 
 
 
 

・身近な生活に見られる様々な
 文化に気付かせ，日本の伝統
 と文化に関心を持たせるとと
 もに，主体的に伝統的な文化
 を継承し，新しい文化を創造
 する態度を大切にすることが
 できる。  
・日本国内に多様な文化が見ら
 れることに着目させながら，
 異なる文化を尊重する態度を
 大切にすることができる。  
・文化におけるグローバル化，
 情報化，少子高齢化の影響に
 具体的に気付かせ，文化をめ
 ぐる課題について考ることが
 できる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
４  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３節  
 現代社会の
 見方や考え
 方  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１  社会集団の中で生き
  るわたしたち  
２  効率と公正  
３  きまりをつくる目的
  と方法  
４  きまりの評価と見直
  し  
 
 
 
 
 

・人間は本来社会的存在である
 ことに着目させ，社会生活に
 おける物事の決定の仕方やき
 まりの意義について具体的に
 考えることができる。  
・身近な事例を通して，対立と
 合意，効率と公正などが，現
 代社会をとらえる見方や考え
 方の基礎となっていることを
 理解することができる。  
・社会の一員として，きまりの
 重要性やそれを守ることの意
 義及び個人が果たすべき責任
 について気付くことができ  

 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
○
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会集団のトラブル例
について、グループで
話し合い解決に導くこ
とができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教科とキャリア教育との関わりを明記した年間指導計画例（中学校）

六ヶ所村立千歳中学校

■ポイント

各教科の年間指導計画に、キャリア教育との関わりを記載することによって、体系的・系

統的な指導ができるようにしています。

ポイント
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（３）研修の充実＜校内での研修＞

①培いたい資質、能力、態度の設定のために

キャリア教育に関わる授業を充実させ、その目標達成の鍵を握るのは、指導する教員のカリ

キュラム編成・運用能力、そして、授業での指導力です。さらに、地域や学校、児童生徒の実

態に応じて、特色ある学習活動を生み出していく構想力も必要です。また、キャリア教育は、

教員がチームを組んで互いに持ち味を発揮して指導に当たることによって、児童生徒の多様な

学習状況に対応できるのであり、各学校では、学校全体で教員の指導力の向上を図る必要があ

ります。したがって、教員研修の中でもとりわけ校内研修を充実させることは、極めて重要で

す。

②校内での研修の実際

（教員研修の例）

内 容 例 及 び 留 意 点的目研修のテーマ

１ キャリア教育 ・自校におけるキャリア教育の意義 ・指導者養成研修を受講した講師を招き、キャリア教

を理解する。の意義 育がもとめられる背景（社会の仕組みや経済社会の構

・社会の仕組みや経済社会の構造に 造などを含む）やその基本的な理念について学ぶ。

ついて理解を深める。 ・グループに分かれて、キャリア教育についてのそれ

・キャリア教育の推進に不可欠な教 ぞれがもつイメージを話し合う活動等も有効である。

員全体の意識を高める。

２ キャリア教育 ・自校の児童生徒のキャリア発達上 ・学校独自のキャリア教育の目標を検討し、目指す児

の目標の設定 の課題や育成したい資質・能力・ 童生徒像を明確にする。

態度を明らかにし、キャリア教育 ・育成したい資質・能力・態度と各教科等との関連を

の目標を設定して、目指す児童生 考え、年間指導計画を作成する。

徒像を明らかにする。

３ キャリア教育 ・キャリア教育の視点に立った指導 ・年間指導計画を受け、育成したい資質・能力・態度

の視点に立っ 計画を作成する能力を高める。 とのかかわりを明確にしながら、各教科等の単元指

導計画や１時間の指導計画を作成する。た授業づくり

４ 家庭や地域と ・家庭や地域との連携の重要性を理 ・講師（企業人やキャリア教育関係者）を招き、教員、

保の効果的な連 解する。 護者、地域の人々を対象に講演会を実施する。

携 ・家庭や地域のキャリア教育に対す ・保護者や地域の人々に協力を依頼できる活動内容や

る理解を促進する。 協力を仰ぐ方法と同時に、キャリア教育の趣旨を的

・各学校の特性を生かした効果的な 確に伝える方法について話し合う。

連携の進め方について考える。 ・日頃からの保護者との関係づくりが重要であるとい

う認識に立ち、保護者会の効果的な進め方などにつ

いても考える。

５ キャリア・カ ・基本的なカウンセリング能力が全 ・教員と児童生徒のコミュニケーション能力を高める。

ウンセリング 教員に必要であることを理解し、 ・ビデオ視聴やその逐語録を見ることで、児童生徒の

その実際を学ぶ。 話を聴く際の望ましい態度や応答・在り方について

理解を深める。

※参考：文部科学省『小学校キャリア教育の手引き』

回
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ＰＤＣＡサイクルによる推進を図る校内研修例
青森市立東陽小学校

■ポイント

・１年間の教育活動を見通した評価と改善のサイクルを設定しています。

・自校の実態から、目指す子ども像を明らかにしています。

○全体指導計画の作成から１年間の校内の研修の流れ

１ 全体計画を作成する

２ 今年度の重点を決定する

３ 児童のキャリア発達に関わる課題をふまえる

課題（１）日常での自主性を伸ばす。

◎係活動やお手伝いなど、その場で自分にできることを見付けて進んで実践しようとしたり、目標をもっ

て努力したりする子

課題（２）相手を思いやる気持ちをもった言動をさせる。

◎自分及び他者の大切さに気付き、家庭や友達・周囲の人々に関わりながら積極的に働きかけようとする

子

低学年：学校生活への適応 高学年：社会との関わり

ポイント

ポイント
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４ 育成したい能力や態度について共通理解する

５ 年間指導計画の作成

・キャリア教育の断片をつなぎ、各学年の年間指導計画を作成

・縦、横の連携と育てたい能力・態度との関連を明記

・キャリアノートの使用時期を明記

・評価

６ 意図的、計画的な実践

・学習指導案にキャリア教育に関わるねらいを記載

・キャリア教育の視点での指導場面を明記

・キャリア教育に関する評価を設定

７ キャリアアンケートの実施

・育てたい資質・能力・態度に関わる児童アンケートの実施

・教職員に対するアンケート及び学校評価(外部)の実施

・集計結果を分析し、教育課程編成のための資料作成

８ 校内キャリア教育報告会

・学年間の共通理解

９ 教育課程（キャリア教育の視点を含む）についての内部評価及び外部評価の分析

・次年度へ向けた計画の策定
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（４）評価 ＜アンケートの活用＞

①評価の基本的な考え方

キャリア教育の評価には、児童生徒の成長や変容に関する評価と教育活動としてのキャリア

教育全体の評価の視点が必要となります。各学校には、自校の目標及び培いたい資質、能力、

態度、教育内容・方法等との関係から、児童生徒にどのような力が身に付いたか、その育成の

ための教育活動は効果的であったか、指導計画は適切であったかなど、多面的に評価すること

が求められます。

※参考：文部科学省『高等学校キャリア教育の手引き』

②定量的な評価と定性的な評価（培いたい資質、能力、態度の設定及びその評価

のためのアンケート）

定量的な評価の方策としては、既存の職業興味検査や適性検査などを活用する検査法や、ア

ンケートなどによる調査法がありますが、キャリア教育の目標はそれぞれの学校が地域や学校

の実態等を踏まえつつ児童生徒の発達の段階に即して定めるものであることから、学校ごとに

作成し実施するアンケートなどを通して児童生徒の成長や変容を捉えることが不可欠です。

もちろん児童生徒の成長や変容をより正しく把握するためには、定量的な評価のみに頼らず、

面接法や観察法、ポートフォリオなどの学習成果物を用いた生徒理解などの定性的な評価を併

用することも大切です。

③キャリア教育全体の評価

キャリア教育の実践をより効果的な活動とするためには、各学校における到達目標とそれを

具体化した教育プログラムの評価の項目を定め、その項目に基づいた評価を適切に行い、具体

的な教育活動の改善につなげていくことが重要です。

その際、到達目標は、一律に示すのではなく、児童生徒の発達の段階やそれぞれの学校が育

成しようとする資質、能力、態度との関係を踏まえて設定することが必要です。

また、評価の実施に当たっては、学校評価(内部・外部）等も生かし、その評価の結果を次年

度の計画に反映させていくことが大切です。

評価からみたPDCAサイクル（評価実施のプロセス）
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児童対象のアンケート
教職員対象のアンケート

アンケートを活用して多面的な評価を行った例
青森市立東陽小学校

■ポイント

・児童、教職員、保護者のアンケート項目をリンクさせることで、児童を多面的に評価

しています。

・教職員対象のアンケートには、成果や課題、そして次年度のキャリア教育の方向性を

策定するための項目があります。

・保護者アンケートにも、キャリア教育に対する項目があります。

№ 項 目

① 自分から意見を発表して、学習を進

めている。

② グループ活動では、友達と話し合っ

たりして、学習を進めている。

③ 友だちの気持ちや考えを大切にして、

協力したり助け合ったりしている。

④ 友だちの考えのよさを生かして、自

分の考えを深めたり見直したりして

いる。

⑤ あまりやる気が起きないことや、苦

手なことにも進んで取り組んでいる。

⑥ 「学習問題（課題）」を解決するため

に、自分から進んで資料や情報を集

めて学習を進めている。

⑦ 自分の目標をもち、それを実現しよ

うと計画的に努力している。

⑧ 友だちのさまざまな考えの中から、

よいと思うものを自分で決めている。

⑨ 自分の役割の大切さを考え、積極的

に学習に取り組んでいる。

⑩ ⑦で答えたときに考えた、あなたの

今の目標や夢は何ですか。

これらを分析材料として次年度のキャリア教

育の全体計画や年間指導計画に反映させます。

学校評価 保護者アンケート

<キャリア教育に関連した設問>

①自分の考えや思いを進んで話している。

②友達を大切にし、思いやりの心を持って行動

している。

③何事も最後まで頑張っている。

④進んで家庭学習をしている。

⑤進んでお手伝いや家庭での役割をしている。

⑥学校は地域の施設や近隣の学校と連携し、

キャリア教育の取組を工夫している。

ポイント
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アンケートを活用して経年変化をみた例
青森市立東中学校

■ポイント

・２年間、同じアンケートを二学期末に実施し、経年変化を見て、指導に役立てます。

・生徒のキャリア教育に関わる資質・能力・態度の変容が分かります。

１ 対 象 平成２２年～２４年度入学生徒

２ 調査結果 対象学年生徒の平均値の経年変化(調査項目の一部を記載）

○分析の際に明らかになった課題を具体化することで育成すべき資質・能力・態度を重点化し、

共有します。

○浮かび上がった課題が解決された後の「目指す生徒の姿」を共通理解し、「目指す生徒の姿」

を次年度のキャリア教育の全体計画や年間指導計画に反映させましょう。

50

60

38

35

11

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23 ２年

H24 ３年

３ 自分から役割や仕事を見つけたり、分担したりしながら、

周囲と力を合わせて行動しようとしていますか。

《自己を見つめる力》

評価４

評価３

評価２

評価１

40

43

37

37

21

18

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23 ２年

H24 ３年

４ 自分の興味や関心、長所や短所などについて、

把握しようとしていますか。

《つながる力》

評価４

評価３

評価２

評価１

27

36

45

46

24

18

4

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23 ２年

H24 ３年

９ 何かをする時、見通しをもって計画的に進めたり、

そのやり方などについて改善を図ったりしていま

すか。

《動く・生かす力》

評価４

評価３

評価２

評価１

31

52

42

38

25

10

2

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23 ２年

H24 ３年

10 学ぶことや働くことの意義について考えたり、今学校で

学んでいることと自分の将来とのつながりを考えたりし

ていますか。

《創り出す力》

評価４

評価３

評価２

評価１

26

49

42

35

24

13

8

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23 ２年

H24 ３年

11 自分の将来について具体的な目標を立て、その実現

のための方法について考えていますか。

《創り出す力》

評価４

評価３

評価２

評価１

20

43

44

45

27

11

9

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23 ２年

H24 ３年

12 自分の将来の目標に向かって努力したり、生活や勉強

の仕方を工夫したりしていますか。

《創り出す力》

評価４

評価３

評価２

評価１

行事での縦割活動におけるリーダー、フォロワーの育成が実を結んでいます。

３年生ということもあり、高校の体験入学や、高校生によるキャリア講話、日常的な進路指

導の結果が顕著に表れています。
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アンケートを活用して過去の自分を振り返った例

青森県立青森工業高等学校

■ポイント

・キャリア教育に関わる資質・能力・態度の他に独自の項目を設けています。

・自分の中学校時代を振り返ることで、自己分析ができています。

○地域で連携している小中学生に紹介することで自分の将来を考えるよい資料になります。
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